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中部九州 ･水縄山地北麓の断層変位地形*
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Ⅰ は じ め に

水縄 (耳納)山地は福岡･熊本 ･大分の三県県境に広がる八女山地,o北部を占め,その北麓

は著ノしい急崖をなしている｡この急崖の成因について,古くから多くの研究者により注目され

てきた｡F.V.Richthofen(1903･)紘 "NagasakiDreiecke"の北縁を松山一久留米一伊万里を

結ぶ東西線とし,いわゆる松山一伊万里線が,この急崖を通ることを暗に示した｡小川(1907)

も水縄山塊北麓に東西の構造線が走ることを記述している｡浅井 (1923)は水縄山地が水縄断

層による債動地塊であることを論じ 長崎三角地域を考察した徳田(1925),矢部(1925)も浅

井 (1921台)の考えを支持しているoこれらの研究の後,辻村 (1932)はこの急崖を犀風山断層

崖と名づけ,それが長崎三角地域断層系を構成する断層の1つと考えた｡更に,松本 (1958)

は熱変質を受けたホルンフェルスと花岡岩を切る東西性で急傾斜の断層を報告していも｡これ

らの研究からみて,この急崖は断層崖である可能性が大きい｡それゆえ,ここではこの急崖を

水縄断層崖とよぶことにする｡

水縄断層崖は急償斜の谷により開析されているが,新鮮な崖地形を呈し,崖麓部の扇状地のr
発達もよくない｡これは水縄断層崖の形成が比較的新しい時期に行なわれたことを示唆してい

ると考えられる｡

本稿では,前述のような位置づけがなされている水縄断層崖において,その崖麓部に分布す

る小規模な扇状地地形とその扇状地にみられる･断層変位地形について述べる｡

調査にあたっては,2万分の1空中写真と久留米市発行の2,500分の1,田主丸町発行 の

5,000分の1,青井町発行の1万分の1.の■各軍形図1'を用いた.扇状地の変位量はこれらの地

形図とアネロイド気圧計2'を併用し,できる限 り̀正確な値を読みとるようにしたo

Ⅰ 地 域 概 戟

水縄山地は北斜面が急,南斜面が緩傾斜の債動地塊である (浅井,1923)｡水系の-発達もこ

れと調和的で,急勾配の短い小谷により開析される北斜面に対し,南斜面は主として矢部川水

* 九州地理学会第30回大会 (1980.8)で発表

** 岩手大学教育学部1)これらの大縮尺地形図の等高線間隔は次のとうりである｡久留米市発行の2,500分の1地形図は2m間隔,田主丸
町発行の5,000分の1地形図は5m間隔,寺井町発行の1万分の1地形図は10m間隔である｡

2)■気圧計の気圧の表示は1目盛0.5-Hgである｡これを0.1ⅢHg単位で読みとった｡短時間で1断面をとったため

温度補正は行なっていない｡また1断面毎に地形図の既知の高度を利用し これを時間補正とした｡高度はラプラ-

大の公式によったが,温度による変化は除いているので,次式により求めた｡H-18,400(Zog760llogB).1ここで
Hは求める高度.別ま測定された気圧である｡
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Fig･1 水縄山地および周辺地域の地形と地質

A :接峰両国(等高線間隔は20m,幅1血以下の谷埋めによる)
B:地質図(松本,1958に.よる)
1:沖積層,2:洪環層,.3:洪積世火山噴出物,4:新第三紀火

山噴出物,5:新第三紀層,6:白亜紀末期花尚岩塀,7:蛇紋岩

8:変成岩済,9:断pfg･裾曲

系により密に開析され,谷底平野の発達も比較的阜早.その様子を Fig･1A に示した｡山地
托つしん み のう

の最高峰は東部の鷹取山 (802.1m)で,西方に向って高度を減じ 発心山 (697.5m),耳納こうら
山 (367.9m),高良LUF(31等.3m)をって,久留米の平野に没する.

水縄山埠の地質 (Fig･1B)は主として筑後変成岩.類 (松本,1958)かうなり,古生界の変
成岩層群とそれに貫入する蛇紋岩および早良一嘉穂花尚岩額相当の白亜紀末の花尚岩類からな

るO山地東部は中新銃の宇佐層群 (首藤,1953),下部更新統の筑紫熔岩 (赤木,19軍)なと

の火山噴出物におおわれる｡山地西方には下部更新銃の久留米層 (浦田,1958)が分布し,丘

陵を形成するとともに段丘堆積物の基盤をなしてい る｡南方の黒木盆地には中新銃の黒木層

(浦田,1957)が堆積している｡､また久留米南方の八女付近には阿蘇火砕流の周縁相としての

八女粘土層 (郷原ほか,.1964)が,久留米北方の鳥栖付近には同じく鳥栖ローム層 _(郷原ほか,

1964)が分布し,この地域の地形発達を考える場合に鍵層としての役割を果している｡



中部九州･水縄山地北麓の断層変位地形 69

水縄山地の稜線は変成岩類の背斜軸に相当し,その南方には神曲構造を切る,後期中生代変

動時のものと考えられているNEE走向の北和らのスラストがある｡一方,水縄断層崖は,水

縄山地北斜面の東西性で急便斜の断層に沿う新生代の地塊運動時の生成になると考えられてい

る(松本,1958)｡黒木層や久留米層の分布地域で革められる東西性の断層(浦田,1957,1958)

と水縄断層崖を形成する断層との関係は不明であるが,何らかの相互関係があると思われる｡

Ⅶ 水縄山地北麓の地形面

水練山地北麓には分布高度 ･僚斜 ･比高 ･構成物質などの違いにより3段におけられる小扇

状地が発達する｡それらをここでは高位扇状地,中位扇状地,低位扇状地と名づける(Fig.2)0

高位扇状地と中位扇状地は主として東部の花嵐岩類分布地域にみられるが,低位扇状地はほぼ

全域に分布する｡

1 .高位扇状地

高位扇状地は田主丸町と､吉井町の環界付近の鷹取,福益南方にみ られ る｡ その分布高度は

110-270mで,傾斜は北へ8-100である｡鷹取南方の高位扇状地は210mから165mまで80

の懐きで下 る｡ この房状地の縦断面を Fig.3に示した｡ 2つの埋横谷が認められ,堆積物

(Loc.6･)は上位より,10cmの厚さの黒色腐植層,2mの厚さで径1cm前後の花尚岩,変成岩

磯をわずかに含む赤褐色ローム層,.最大径 1.5mの変成岩 ･花尚岩の亜円磯～亜角磯層からな
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Fig.2 水縄山地北麓の地形分類図

1:山地,2:高位扇状地.3:中位扇状地,4:低位扇状地,5ニ沖

積面,6:凹地,7:断層,8:I)ニアメt/ト,9:柱状図 (Figs.3,
4)の位置
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Fig･3 鷹取南方の高位扇準地の縦断面

1:圃直土'2:ローム層･ 3:砂層･ 4:礁層
5:基盤岩 (花尚岩類)
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Fig.4 柱状図 (位置はFig.2に示す)

1:腐植土, 2:ローム層, 3:シルト層,4:

砂層, 5:凍層,6:基盤岩 (変成岩類)

罪

る｡裸層は径30cm前後の磯が多く,マ

トリク･スは径3- 5C皿の小磯である｡

マ トリクスとしての小磯は完全に風化

しており,それより大きな磯も風化が

著しい｡磯層の厚さは埋積谷部で20m

を越えるが,正確な厚さは不 明であ

る｡沖積面との此高は50mである｡こ

の扇状地の西方には100の傾斜をもつ

高位扇状地がみられ,Loo.6と同様の

磯層か-ら-なっている｡

2 中位扇状地

中位扇状地は花尚岩地域のみに分布

する｡扇状地面の傾斜は北へ 6- 80

で,高位扇状地のそれより幾分緩やか

である｡鷹取南方のLoc.5(Fig.4)..で

は最大径3mの花尚岩礁を畔じめとす

る花尚岩主体の亜角磯～亜円磯から11:

り,変成岩裸も多く含まれる｡礁層の

厚さは7m以上で,径50cm前後の裸が

多い｡マトリクスは高位扇状地同様の

小磯で,風化している｡大～巨磯はや

や風化している程度で,高位扇状地の

磯に較べれば新鮮である｡凍層の上部

は30-60cmの黒色腐植層 (径5C皿以下

の花尚岩亜角磯をわずかに含む)に移

行し,その上位に80cmの厚さで暗黄褐

色のローム層がのる.こq)ローム層中

には径1~-3のC皿花尚岩 ･変成岩め亜

角磯が含まれている｡下位の低位扇状

地との比高は6-8､mである｡

3 億位扇状地

低位扇状地は水縄山地北麓の全域に

分布する｡分布高度 ･扇状地面の傾斜

などは支谷によって異なる｡低位扇状地を形成する堆着物をFig･4(Loos.1-4)に柱状図

として示した｡Loc･1(下野)では最大径20cmの変成岩の届平亜角磯からなり,細磯がマト

リクスになっているO磯層の厚さは7m以上であるO最上部には暗褐色腐植層が15cmの厚さで

のっている｡Loc･2(青木)では6mの厚さの磯層がみられる｡その基底部には最大径80C皿の

変成岩亜角磯があり,全体としては10-15cm径の磯が多い｡上方へ磯径を減じ 上部では2-
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10cmの磯が多くなる｡マトリクスは細砂である｡Loc.3(夫婦木)では下部に角磯まじりの青

灰色シルト層,径2-5cmの変成岩亜角磯～亜円裸からなる砂磯層があり,上部は最大径60cm

の変成岩亜円磯～亜角磯からなる襟層であるO中間部および青灰色シルト層より下部は不明で

ある｡Loc.4(益坐田)では厚い埋谷性の磯層がみられる｡磯層の厚さは35mで,最大径1.5m

の花尚岩磯をはじめ,10-30cmの花尚岩 ･変成岩の亜円磯～亜角磯が多く含まれる｡最上部に

は1m以下の厚さで径15cm以下の角傑がのっているが,これは山麓付近のみにみられることか

ら,崖錐堆積物と考えられる｡この地点では断層面が観察された｡

以上のように低位扇状地は上部にローム層をのせない新鮮な亜角硬～亜円磯からなる｡襟層

は各支谷からの谷埋めの堆積物のようで,その厚さは古い谷の中央部ではかなりの厚さをもつ

と思われる｡

ここで高位 ･中位両扇状地にのる赤褐色～暗黄褐色ローム層と低位扇状地の形成時期につい

て考えてみる｡水縄山地周辺の八女 ･久留米 ･鳥栖地域には阿蘇火砕流の周縁相としての八女

粘土層あるいは鳥栖ローム層が分布し,14C年代測定により33.000'-…謂 年 B･P･の年代が得

られている (郷原はか,1964)｡ また これらの地域の低位段丘以上の段丘には,更に基盤岩起

源の小粒子を含む赤褐色ローム層がのっている｡このローム層は二次的ローム層と考えられて

おり,有明海研究グループL(1969)は新期上部ローム層とし,その年代を15,000年 B.P.頃と

考えている｡高位 ･中位両扇状地上にのるローム層と低位段丘以上の段丘にみられるローム層

とが同一のものかどうかは不明である｡しかしながら低位扇状地の形成を少なくとも阿蘇火砕

流以降と考えることに誤りはなさそうである.

Ⅳ 水縄山地北麓の断層変位地形

1 活断層の認定基準

活断層の認定は地形 ･地質の両面から行なわれることが望ましいが,ここでは断層面の確認

を1ヶ所で行なったにすぎないことから,認定については主として地形によった.

こt'セ断層崖と考えた崖線は全体的にみればはば東西に走っている.この方向は筑後川本流

の流路め方向と一致して奉り,筑後川あるいはその東西に流れる支流による側方侵蝕の可能性

が考えられる,-ち 低位扇状地はその末端部まで扇状地の形態が全く乱されずに残ってい

るoこれは少なくとも低位扇状地形成後,東西に流れ畠水系によって扇政地面が侵蝕されなか

った土とを意味している｡次に扇状地を形成した支谷に'よる侵蝕の可能性については,崖線の

連続性が比較的良いこと,大部分の地点で支挙と崖線が直李することなどの理由で,この可能

性も否定される｡これらの事実から,この崖線は河川の侵蝕によって形成されたものではなく,ヽ

断層崖と考えることに矛盾がないことを意味する｡更に断層に伴なう種々の地形一断層凹地 ･

芋角末端面 ･横ずれ断層を特徴づける顔塞丘 ･off･setstream など-の検討を行なった｡

.,以上のような崖線の検討の結果,水縄山地北麓にみられる崖線は断層崖で,扇状地面を変位

させる底断層崖が特徴的であることから,活断層によって形成されたものと考えた｡

2 億位扇状地面の変位

水縄山地北麓の崖線は前述のように活断層によるものと考えられるが,それを更に詳細にみ

ると,連続する一本のものではなく,平行あるいは雁行する数kn 以下の短い崖線からなって
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Fig.5 水縄断層系と水縄山地の東西断面との関係

A:水縄断層系を構成する断層 (断層名はTableに.示す)

B:各断層による低位扇状地面の垂直変位量

C:水縄山地の東西断面

Tatlle 水縄断層系を構成する各断層の地形的特徴

No. NQmeOfFQULt SurfQCe TrcLCel DipofFQULtPLQneVerticQLDisplQCementof LowerFQn
LlstrikeL- Lengthtkm) Sideupth｢own Amount(mI

1 OiwQke N60○W 0.9 S 1.5

2 YdnQglSClkQ N70○W 1.8 S 5

3 TQkQmUku N70○W 0.4 S 2.5

i MiycLZOnO N85○W 0.3 S 2

5 HigQShi-Ⅰzumi Ⅰ N85○W 2 一S 4

6 HigcLShi-ⅠzumiⅠⅠ N80○W 0.5 S 2.5

7 Yoshiki N80○E 1.3 S 9.5

8 YQhclgL N60○E 1.4 S 4

9 KusQnO EW 5 S 18

10 MQSUOdQ EW i.8 88○N S 21 /

ll FukumQSU EW 1.6 S 10
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いる｡ここではそれらを水縄断層系と総称し,それを構成する各々の断層を西より追分 ･柳坂･

高椋 ･官園･東泉 Ⅰ･東泉Ⅰ･青木 ･矢作 ･草野 ･益生田･福益 ･足部断層と名付ける (Fig.

5A)｡各断層はすべて低位扇状地面を変位させている (Fig.2)｡各断層の特徴を Tableに

示した｡断層は西部では西北西ないし北西方向に雁行するが,東部では比較的長く続くものが

多い.特に草野断層 (No∴9)と益生田断層 (No.10)はいずれも5kn前後の長さをもつo矢

作断層 (No.8),草野断層,益生田断層は落ちの方向に凸面を向け,逆に青木断層 (No.7)

と屋部断層 (No.･12)･は落ちの方向に凹面を向ける｡.高椋付近では柳坂断層 (No.2)と高椋

断層 (No.･3)が,東泉付近では東泉Ⅰ断層 (No.5)と東泉Ⅰ断層 (Not6)が平行して走り,
その■ため扇状地面は階段状に低下する｡各断層は全体として東西走向で,すべて北落ち変位を

示す｡

Fig.6･は断層付近の地形を大縮尺の地形図で示したものであも｡Fig.6Aは高椋断層,柳

坂断層付近である｡ここでは低断層崖と落ちの側に発達する浅い凹地がみられる｡ Fig.7A

-aは放光寺浄水場のある扇状地の縦断面,同じくbは下野の扇状地の旋断面である｡このう

ち後者では深さ1-m,巾25m,長さ80mの凹地が断層崖前面にみられる｡低断層崖の比高は放

光寺で3m,下野で5mである｡矢作一章野間の地形図を Fig.6Bに示した｡夫婦木西方に

は巾11m,長さ57mの溜池がみられるが,これは矢作断層沿いに発達した凹地に関係するもの

と思われる｡夫婦木での扇状地の縦断面を Fig.7A-Cに示したが,ここでは4m以上の比

高をもつ低断層藍が東北東一西南西方向にみられるO矢作断層は夫婦木東方で北西一南東方向

に曲がり山地中-入る｡草野断層は夫婦木東方からはじま一り,東西方向に東へ続く｡筑後草野

駅南方では低位扇状地面の変位が18mに達する (Fig.7A-d)｡Fig.6Cは草野断層と益生

田断層付近の地形図である｡草野断層は益生田南方で北西一南東方向に向きを変え,それとは

ぼ直交して益生田斬層がはじまる.益生田断層は水緋山地最高峰の鷹取山の前面を北に凸のゆ

るやかな弧をえがいて,鷹取南東方にいたる｡益生田断層の前面にはいくつかの凹地が発達し

ていえ｡Fig.7A-eは耳納学■園西方の扇状地の縦断面である｡断層崖の比高は21mで,こ

の地域では最大の比高をもつ｡ここでは断層面が確認された (Fig.7B)｡ 基盤の変成岩と低

位扇状地裸層との閏年巾20cmの青灰色粘土 巾40cmの黄青卵色の粘土状に破砕された変成岩が

みられる｡このうち前者の断層粘土中には黄褐色の破砕され取り込まれた裸も含まれている｡

また断層面に接する磯層中の襟は面に沿って立っているものもみられる｡断層面の走向･傾斜

紘,N45oE,88oN で,走向は地表の断層トレースとはぼ一致している｡

このような断層の集合としての水縄断層系が,どのような断層形式であるかを議論する積極

的な証拠は,現時点では見出していない｡ただ断層が短いこと,連続性がよくないこと,平行

する断層により扇状地面が階段状に低下することなどは正断層的な様相を皇する｡一方,断層

面がほとんど垂直に近い傾斜をもっことは横ずれの可能性があることを示している｡しかしな

がら横ずれを示酸する谷や尾根の屈曲は認められない｡水縄断層系の断層形式については今夜

に残された問題である｡

3 低位扇状地面の変位量と水縄山地の高度との関係

前掲の Fig.5は水縄断層系を構成する各断層の位置 (A),低位扇状地面の変位量 (B),求

縄山地の東西断面の高度分布 (C)を示したものであるO低位扇状地面の変位量と水縄山地の

高度分布とを比較すると,細部では必ずしも一致しないが,全体としてはかな りの一致を示
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Fig.6 断 層 付 近 の 地 形 図

(地域は Fig.5A に示す｡A･Bは等高線間隔2m,Cは等高線間隔5m)

K.F∴草野断層,M,ど.:益生田断層,T,F∴高椋断層,Y･F∴矢作断層

Ys.F.:柳坂断層,M.G.:耳納学園,a～e:Fig,7Aの地形 ･地質断面位置
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Fig.7 低位扇状地の地形 ･地質断面

A:低位扇状地の地形 ･地質断面 (いずれも右由 ヒ,左が南)
1:シルト層,2:砂層,3:磯層,4:基盤岩,

5:断層,6:垂直変位量

B:耳納学園西方における断層面

1:紗硬層,2:断層粘土,3:破砕された変成岩,

4:変成岩

す.すなわち,一般的に山地高度の大きい部分でむIi低位扇状地面の変位量が大きく,山地高度

の小さい部分では変位量も小さい｡特に大きな変位量を示す草野 ･益生田両断層は発心山から

鷹取山にかけての水縄山地最高所の前面を縁どる断層である｡このことは水縄断層系を構成す

る各断層の変位量と水縄山地の高度分布とが関連性を有することを意味しよう｡すなわち各断

層の活動は水縄山地の成長にかかわる可能性があることを示している｡水縄山地の成長は地形

と低位扇状地面の変位からわかるように,北東方面から南西方向-の債動運動によると考えら

れる｡ここで取 り上げた活断層群すなわち水縄断層系の活動は水縄山地成長の最も新しい表現

と考えられる｡

しかしながら水縄山地の発達に関しては,松本 (1958)が,熱変質をうけたホルンスフェル

スと花尚岩を切る断層が新生代の活動によるものであろうと報告した以外には詳しい報告がな

い.むしろ周辺地域にみられる断層から水縄山地成長に関わる運動が推定されている状態であ

る｡すなわち浦田 (1957)は水縄山地南方の黒木傘地において,中新統 ･黒木層を切る東西性

の断層群を見出し,それらがいずれも北側地塊を沈下させること,つまり水縄山地と同様の債

動を示すことを明らかにした.その時期については黒木層堆積後,新洪積傑層下底の平坦面形

成前のある時期と推定している｡更に浦田 (1958)は水縄山地西方に分布する久留米層の研究

から,下部更新銃の久留米層を切る東西性の断層群を報告し,それらは基盤構造線の再活動に
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よって比較的脆弱な岩層の部分が断裂したことによると述べている｡またこれらの東西性断層

とこの地域に認められる北西一南東系の断層 (鳥山,1932)との関係について,北西一南東系

の断層運動は黒木層 ･久留米層堆積前にすでに完了し,これらの堆積時には断層崖が現出して

いたとしている｡このようなことから,この地域での新第三系～下部更新銃を切る東西性の断

層運動は中部九州の他の地域にみられる東西性断層 (大分層群分布地域 :首藤,1953,口之浮

層群分布地域 :大塚,1966)で示される時期と相前後していると考えられる｡その時期は大分

層群堆積後と考えられている (首藤,1953,1968)ことから,この頃,中部九州で東西睦断層

の活動が始まったと考えてよさそうである｡これは近畿三角帯における構造転換 (藤田,∴1962,

1968)が遅れて,中部九州に及んだことを示している (千田,1979)｡ 水練断層系の活動は,

中部九州の新しい応力場の中での西南日本弧の最も新 しい活動の1つの表現としてとらえるこ

とができ,それは同時に水縄山地成長の最も新しい表現と考えることができる｡

Ⅴ お あ り に

水縄山地北麓に分布する扇状地地形の検討を行なった結果,扇状地面を変位させる活断層の

存在が明らかになった｡それは次のような特徴を有するo

1.活断層は平行あるいは雁行するいくつかの短い断層からなっており,それらを西より追

分 ･柳坂 ･高椋 ･宮園 ･東泉Ⅰ･東泉Ⅰ･青木 ･矢作 ･草野 ･益生田･福益 ･屋部断層と名づ

汁,総称して水縄断層系とよぶ.水練断層系の全長は20knである｡この断層系を構成するすべ

ての断層が低位扇状地面を切 り,これを変位させている｡これらの断層の断層形式は不明であ

るが,正断層または横ずれ断層の可能性がある｡

2.水縄断層系の各断層による低位扇状地面の変位量の東西分布と水純山地の東西断面の高

度分布とは,かなりよく一致する｡すなわち山地高度の大きい部分では低位扇状地面の変位量

が大きく,逆に低い部分では変位量が小さい傾向にある｡これは水縄断層系の活動が水縄山地

の成長に関係していることを意味し,その最も新しい表現と考えるこ'とができる0

3.水縄断層系の活動の開始時期を直接知る手掛 りはないが,中部九州全体の中でみると,

大分層群や口之津層群分布地域での東西性断層の活動時期に対比される｡すなわち大分層群堆

積後の時期で,これは近畿三角帯における構造転換が遅れて,地波的に及んだことに対応する

ものであろう｡
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FaultMorphologyalongtheNorth

FootofMinohMountains,CentralKyushu

NoboruCHIDA

AlongthenorthfootofMinohmoun也ins,locatedatthenorthwestofCentral

kyushu,dissectedfanisdeveloped.Thefanisclassifiedintothree,i.e.higher,middle

andlowerfansindescendingorder.Thesefansaredisplacedby血eactivefaultalong

thefootofthemountains. Geomorphicfeaturesoftheactivefaultdistributedinthe

areaaresummarizedasfollows:

1.Theactivefaultconsistsoftwelveshortfaultsandsomeofthem areparallel

orenechelontoeachother.TheyarecollectivelynamedMinohfaultsystem,which

runE･W direction,bythewriter.Thisfaultsystemhas20km inlengttlandtypically

displaceson血elowerfan. Theamountofverticaldisplacementofthelowerfan

rangesfrom 1.5to21meters.

2.Amountofverticaldisplacementofthelowerfanisfairlywd14ccOrdedvith
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theheightdistriblltionofMinohmountains. Namely,thegreaterdisplacementofthe

lowerfanisrecognizedatthefrontofthehigher･ridgesofthemountains.Thisfact

suggeststhattheactivityofMinohfaultsystem hasresultedinthegrowthofthe

mountains.MinohmountainsareconsideredtohavetiltedfromNEtoSW.Thus,the

activityofMinohfaultsystem indicatestherecentphaseofthetiltingofMinoh
●

mountalnS.

3.InCentralKyushu,recentmovementoffaultswithE･W trendisconsideredto

havebegunafterOitagroupdeposited. Therefore,theactivityofMinohfaultsystem

isthoughttohavestartedundertheregional StressfieldinCentralKyushusince

MiddlePleistocene.




